
　ずいぶん昔のことになるが、ユネスコ国際

交流ホームステイのコーディネーターとして

カリフォルニア州に一夏滞在したことがあっ

た。日本側のメンバーと、泊めるアメリカ側

のホストファミリー双方にいろいろ問題があ

って、毎日が困った事件の連続となり、企画

は大失敗のように思われた。お別れパーティー

の席上でアメリカ側の責任者であったジョン・

ミンクラーという人のスピーチがあって、こ

ういう状況でどういうことが言えるのか興味

をもって聞いたところ、「国際交流というのは、

摩擦を通して違いを知ることに意義があるの

です。そういった意味で今回のプログラムは

大いに成果がありました。」という発言であっ

た。その時、自分が当事者としてかかわって

いながら、やっている事業の意義を理解して

いなかったことを大いに恥じ入った記憶があ

る。

　最近も同じように「自分のかかわっている

事業の意義を理解していなかった」と気づく

事件があった。研究員として勤めていたアメ

リカのコネチカット大学のローパーセンター

という世論調査の研究所の所長が退陣したの

で、次の所長を探すことになった時のことで

ある。アメリカではこういった大学の研究所

の所長など、重要ポストには、『息のかかった』

後輩をそっと呼んできたりできない仕組みに

なっていて、全米に広告をだして公募をしな

ければならなった。書類審査によって最終選

考に残った３人がそれぞれキャンパスにやって

来てプレゼンテーションがあった。一人目は

ある高名な学者で、私たちの研究所もそんな

人が応募するほど有名なのか、とスタッフ一

同ちょっと自尊心をくすぐられた。二人目は

経営手腕にすぐれた優秀なビジネスマンで、コ

ンピューターにくわしく、プレゼンテーショ

ンが上手で印象も良く、このような人が次期

所長になったら、補助金や寄付金がたくさん

集まって財政が大いに立て直せるという期待

を持たせてくれた。

　この『大物』２名の争いになると誰もが思っ

ていたので、三人目の応募者が最後にやって

きたときは、ローパーのスタッフもリラック

スして、「一応彼のスピーチだけは聞いてあげ

よう」という態度であったように思う。とこ

ろがこの三人目の人のスピーチは、スタッフ

全員の世論調査のデータに対する認識をすっ

かり変えてしまった。彼のスピーチの内容は

およそ次のようなものであった。

　彼はまず、ユーモアまじりに、ローパーセ

ンターの古くてそのうちに雨漏りしても不思

議ではない建物について触れ、雨が漏っただ

けでここにある世論調査のデータはなくなっ

てしまうこと、彼の今の職場もデータのアー

カイブ（保存・閲覧センター）だが、全部デ
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ジタルで保存しているし、もしそこに水爆が

落とされたとしても、バックアップデータ用

の建物が離れたところにあるので、インター

ネットで検索をする顧客にたいして、５分以内

にデータベースの再開ができるシステムが確

立されていることなどを説明した。そして、世

論調査データの保存の意義について次のよう

な見解を述べたのである。

　社会がどのように動いたかの記録は、政権

を取ったのが誰某であるとか、政府発表の白

書の内容とか、新聞やテレビの報道の記録で

はわからない。その時々に人々が何を考えて

いたかを記録しているものは世論調査のデー

タをおいて他にはない。世論調査の結果こそ

が社会が動いた軌跡を記録するものであって、

これにまさる重要な資料はない、というのが

彼の見解であった。私たちスタッフは、「そう

か、そんな大事なものを私たちは意義を十分

に理解しないまま預かっていたのだ」と認識

を新たにしたし、データの整理・保管は、そ

れほどかっこよくない、どちらかというと地

味な仕事だという認識をもっていた人たちに

突然『誇り』と『やる気』を注入してくれた。

現在保有しているデータの総デジタル化が急

務だということも理解できたし、そうした方

向へ行くためには、彼を所長にしなくてはな

らないと思ったスタッフ一同は緊急ミーティ

ングを数回開いて、最終決定権を持つ大学の

理事会に対して、ぜひ彼を次の所長に選んで

くれるよう嘆願書を提出した。こうして選ば

れたのが現在の所長のリチャード・ロックウ

エル氏である。

　日本でもメジャーな世論調査を一箇所に集

めて保存しようという動きがあるようだが、ア

メリカではもう数十年前から世論調査データ

が調査会社の枠を超えて集められている。ロー

パーセンターでは所有するデータを、インター

ネットで利用できるデータベースとして一般

の人に提供している。政治学や社会学の勉強

に必要不可欠なので、全米の大学の多くは有

料会員になり、そこの学生たちも自由に利用

できるようになっている。

そのｉＰＯＬＬと呼ばれるデータベースがどのよ

うなものであるかを本稿で紹介してみたいと

思う。世界情勢が大きく動くとＣＮＮやＦＯＸ

といった全米ネットワークテレビ局で世論調

査の結果が発表されるが、あとでまた見たい

時や、細かい調査データを知りたい時など、こ

のデータベースで検索すればとても便利であ

る。揺れ動く現在のアメリカの情勢について、

最新のデータを見てみることにしよう。

　ブッシュ政権と戦争関連の最近の調査を調

べるため、キーワードに『ブッシュ』、カテゴ

リーに『ＷＡＲ　（戦争）』、日時に『２００２年２

月１５日より２００３年２月２３日』と入力して

みたところ、４６の質問が見つかった。そのう

ちのいくつかを見てみよう。（和訳はすべて筆

者）

　まず、２００３年の２月１１，１２日の両日おこな

われたＦＯＸニュース・オピニオンダイナミク

スの調査に次のような質問がある。（電話調査・

サンプル数９００人）

●ハンス・ブリクス査察委員長は２月１４日に

予定されている国連の安全保障理事会で報

　告をすることになっています。もしこの報

　告の中でイラクが検査に協力的で、検査は

　進んでいるとの報告があったとしたら、ブ

　ッシュ大統領はイラクとの戦争を遅らせる

　べきだと思いますか、それともすでにイラ

　クには猶予をこれまで十分に与えてきたの

　だからその必要はないとお考えですか。（遅

　らせるべき　４７％、遅らせる必要はない　４４

　％、わからない　９％）
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ＣＢＳニュースとニューヨークタイムズは２

月１０日から１２日の調査で次のような質問を

している。メディア自身がメディアの報道姿

勢について視聴者の意見を聞くのも日本では

あまり見受けられない質問だ。（電話調査・サ

ンプル数７４７人）

●イラクとの臨戦体勢の報道について伺いま

す。あなたは全体的に見てテレビニュース

の報道は、ブッシュ政権に甘すぎると思い

ますか、厳しすぎると思いますか、それと

もブッシュ政権をフェアーに取り扱ってい

ると思いますか。（甘すぎる　１８％、厳しす

ぎる　１７％、フェアーに扱っている　５９％、

わからない　６％）

　また、２００３年の２月７，８日の両日おこなわ

れたロサンゼルスタイムズの調査には次のよ

うな質問がある。この電話調査は、１月３０日

から２月２日にかけて、１３８５人に質問し、２

月５日の国連安全保障理事会でのコリン・パウ

ウェル氏の演説があった後で再び電話調査し

て８０９人から回答を得たものである。

●あなたは、全般的に見て、ブッシュ大統領

がイラクと開戦するかどうかについて正し

い判断をしてくれると信頼していますか。（信

頼している　５３％、信頼してない　４４％、わ

からない３％）

２月６日にはタイム、ＣＮＮ，　ハリスの共同調

査があった。（電話調査・サンプル数１００３人）

●ブッシュ大統領はイラクとの開戦への道を

急ぎすぎていると思いますか、それともそ

うは思いませんか。（そう思う　４６％、そう

は思わない　５２％、わからない　２％）

　ニューズウイーク誌も別の視点から１月１６

日、１７日の両日プリンストンサーベイリサー

チ社と世論調査をやっている。（電話調査・サ

ンプル数１００２人）

●あなたは、アメリカの主要なニュースメデ

ィアがブッシュ政権の戦争準備計画および

イラクについての発表内容をそれぞれ十分

に検証していると思いますか、あるいはメ

ディアはそれらを無批判に受け入れている

だけだと思いますか。（十分に検証している

４９％、無批判に受け入れているだけ　３５％、

わからない１６％）

　このように、どのメディアや調査会社がど

んな質問をしたかが一目でわかるし、調査結

果だけでなく、調査メソッド、回答者数など

も調べることができるようになっている。上

に挙げたどの調査も回答者がたった千人程度

なのは、ウエイト調整の技術が進んでいて、こ

のくらいの数で全米の世論を充分推測できる

かららしい。データベースを有効に利用して

時系列で同じ調査会社の結果を見ていけばア

メリカ国民の心の動きまで知ることもできる。

また、政治学や統計学を専門にやっている人

ならローデータを注文・購入して、自分でい

ろいろな分析をすることも可能である。

　今話題の中心となっている調査ばかりでな

く、以前のものもごく簡単に検索できるので、

そちらも見てみよう。例えば、前回の湾岸戦

争や、その終結直後の調査を見たかったら、キー

ワードに『ブッシュ』、カテゴリーに『ＷＡＲ

　（戦争）』、日時に『１９９０年１月１日より１９９１

年１２月３１日』のように入力すると、１８０以

上のジョージ・ブッシュ大統領（現大統領の

父）と湾岸戦争に関係のある質問と答えがで

てくる。戦争終結後の主なものを個々に見て

みることにしよう。
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　最初は、ＡＢＣニュースの１９９１年７月２５～

２８日の調査。（電話調査・サンプル数１２０５人）

●あなたは、湾岸戦争が終わった後もイラク

のサダム・フセイン大統領が政権の座にあ

ることで、ジョージ・ブッシュ大統領に失

望していますか、それともそうではありま

せんか。（失望している　５７％、失望してな

い　４１％、わからない・無回答　２％）

　また、湾岸戦争に突入したことの是非を後

から問う質問もある。これはＡＰ通信が１９９１

年７月１７日から２１日にかけて行った電話調

査で、サンプル数は１００２人である。ここの質

問文中、かぎカッコ内に［１９９１年］とあるの

は、原文にはなく、データベースを作成して

いるローパーセンターが書き加えたもので、キー

ワードでいろいろな年代の質問文を同時に検

索した場合に混乱しないように配慮されてい

る。

●あなたは今年［１９９１年］の１月１６日にジ

ョージ・ブッシュ大統領がイラクと開戦を

決意したことに賛成ですか、反対ですか。（賛

成　７３％、反対　１９％、わからない　８％、無

回答　１％）

　ロサンゼルスタイムズは世論調査に熱心な

新聞社としても知られている。１９９１年８月２０

日の電話調査を見てみよう。サンプル数は６６１

人である。選択肢にない自由回答をした人が

２％もいたのも注目に値する。

●湾岸戦争の後、ブッシュ大統領は、国際問

題を解決するため、アメリカとソ連が共に

協力の精神を発揮することを約束した『新

しい世界秩序（ニューワールドオーダー）』

が出現したと述べました。これから先の数

年間、この新しい世界秩序が持続すること

が期待できると思いますか。大いに期待で

きる、まあ期待できる、あまり期待できな

い、ほとんど期待できないのうちではどう

でしょうか。（大いに期待できる　３％、まあ

期待できる　３１％、あまり期待できない　４４

％、ほとんど期待できない　１４％、新しい世

界秩序などありはしない（回答者からでて

きた自由回答）２％、わからない　６％）

　ロサンゼルスタイムズは同年９月２１日から

２５日にかけて、現在注目の的となっているイ

ラクの核・化学兵器検査に関する電話調査を

行い１６２３人から回答を得ている。

●ご存知の通り、サダム・フセイン大統領は

湾岸戦争の停戦を求めるため、国連検査官

が兵器庫や兵器工場に残されている核兵器

や化学兵器の検査をすることを受け入れま

した。しかし、７か月前の停戦以来、フセイ

ン大統領は国連検査官による任務の遂行に

対する抵抗を続けてきました。ブッシュ大

統領は、アメリカ軍の軍事力を行使してイ

ラクに検査の遂行を受け入れさせる用意が

あるとの見解を示しています。もしブッシ

ュ大統領が軍事力を使ってイラクの兵器検

査を執行するとしたら、あなたはブッシュ

大統領の決定を支持しますか、反対します

か。（支持すると答えた人に、「支持する程

度はどのくらいですか。強く支持する、ど

ちらかというと支持する、のうちではどう

ですか。」反対すると答えた人に、「反対す

る程度はどのくらいですか。強く反対する、

どちらかというと反対する、のうちではど

うですか。」）

　　　強く支持する　　　　　　　５６％

　　　どちらかというと支持する　１９％　

　　　どちらかというと反対する　８％

　　　強く反対する　　　　　　　１３％　

　　　わからない　　　　　　　　４％

　　　無回答　　　　　　　　　　１％未満
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　最後に、現在の状況と比較されることの多

い、１９９１年１月の湾岸戦争突入直前に行われ

た調査の質問文と国民の反応を見てみること

にする。

　戦争は避けるに越したことはないが、戦闘

回避努力に関する調査が二つ目に止まった。一

つ目はＣＢＳニュースとニューヨークタイムズ

の１９９１年１月１１日から１３日の１５１２人に聞

いた電話調査。この調査は、アメリカ議会が

１月１５日以降ならば軍事行動をとってよいと

の決議を出した前と後の２回行われたが「調査

結果の差異は結局ごくわずかであった」との

注釈がついている。二つ目の調査は同年１月９

日のゴードンブラック社とＵＳＡトゥデーの共

同調査で、サンプルは８００人である。

●ブッシュ大統領はイラクとの戦争を避ける

ために彼ができる限りのことをすべてやっ

たと思いますか、それとももっとやるべき

であったと思いますか。（すべてやった　５５

％、もっとやるべきであった　３６％、わから

ない・無回答　９％）

●ブッシュ大統領はイラクとの戦争を避ける

ために充分な努力をしていると思いますか、

努力をしすぎていると思いますか、あるい

は戦争回避について充分なことをしていな

いと思いますか。（充分にやっている　５９％、

やりすぎ　５％、充分にやってない　２９％、わ

からない　７％）

　次は開戦が決まった直後に行われた、ゴー

ドンブラック社とＵＳＡトゥデーの１月１６日

の電話調査で、サンプル数は６０４人。

●あなたはブッシュ大統領のイラクを攻撃す

るという決定について賛成ですか反対です

か。（賛成　７５％、反対　１８％、わからない

７％）

　議会の決議に関する電話調査もある。ＡＢＣ

ニュースとワシントンポストの１月１３日の共

同調査で、サンプル数は７８１人である。

●あなたもご存知のとおり、アメリカ議会は

先の週末、イラクが１月１５日までにクウェ

ートから出て行かない場合にはイラクへの

攻撃をブッシュ大統領に対して認める決議

をしました。あなたはアメリカ議会の開戦

決議に賛成ですか、反対ですか。（賛成　７６

％、反対　２２％、わからない・無回答　１％）

　以上、イラク攻撃関係の世論調査をざっと

見てきたが、本稿のデータはすべてコネチカ

ット州立大学・ローパーセンターのｉＰＯＬＬに

よるものである。ｗｗｗ．ｒｏｐｅｒｃｅｎｔｅｒ．ｕｃｏｎｎ．

ｅｄｕ　にアクセスすると、左側のコラムに「オ

ンラインアクセストゥデータ」があり、項目

の中にｉＰＯＬＬ　が見つかる。無料でも一定の範

囲までは検索できるようになっているので、英

語のサイトだが、興味がある方はご覧になっ

てみられるとよいと思う。

　本稿では、世界中のどこからでもアクセス

できるデータベースができるとどのくらい便

利になるかということの一端を実際の検索例

を通して紹介してみた。インターネットのお

かげで自宅に居ながらいろいろな情報を得る

ことができる時代になったが、世論調査の結

果も、一箇所に集められてデータベースにな

っていれば自宅で自由にいろいろな調べもの

ができるわけである。ロックウエル氏のいう

ように、世論調査結果が世の中の動きの軌跡

を示す貴重な記録であるなら、日本の世論調

査データも大切に保存され、有効に活用され

るべき時期に来ているのではないだろうか。
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